
常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況

新
市
建
設
計
画
の
変
更

【
説
明
】
総
合
計
画
の
策
定
に
伴

い
、
新
た
に
新
市
建
設
計
画
に
15

事
業
を
位
置
づ
け
、
合
併
に
伴
う

財
政
支
援
の
有
効
活
用
を
図
る
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、（
仮
称
）

こ
ど
も
の
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
児
童
館
３
館
及
び
保
育
園

４
園
の
建
て
か
え
、
住
吉
・
下
保

谷
福
祉
会
館
の
建
て
か
え
、
保
谷

駅
再
開
発
ビ
ル
内
に
予
定
し
て
い

る
住
吉
公
民
館
・
下
保
谷
図
書
館

の
整
備
、「
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
保

３
・
４
・
18
号
線
の
整
備
を
追
加
。

【
質
疑
応
答
】
合
併
当
初
の
財
政

計
画
と
の
違
い
は
、
歳
出
面
で
は

人
件
費
、
歳
入
面
で
は
市
税
収
入

の
減
が
大
き
い
。
人
件
費
は
、
給

与
改
定
率
が
想
定
よ
り
低
く
な

り
、
か
つ
人
員
削
減
が
進
ん
だ
こ

と
に
よ
り
歳
出
の
抑
制
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
市
税
収
入
は
、
社
会

経
済
情
勢
を
反
映
し
、
ま
た
、
税

制
改
正
等
も
あ
っ
た
た
め
、
16
年

度
で
20
億
円
の
乖
離
が
あ
る
。

保
育
園
の
建
て
か
え
は
、
単
に

建
設
年
次
の
順
で
は
な
く
老
朽
度

も
勘
案
し
、
か
つ
、
す
み
よ
し
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
基
幹
保
育
園

と
し
て
一
時
保
育
、
子
育
て
相
談

機
能
等
を
持
た
せ
、
み
ど
り
、
田

無
、
西
原
の
３
園
は
公
設
民
営
化

を
視
野
に
入
れ
て
拡
充
を
図
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

（
本
会
議
は
賛
成
多
数
で
可
決
）

心
身
障
害
児
の
居
住
地
交
流
を
推

進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
陳
情

【
説
明
】
本
市
で
は
次
の
５
点
を

行
っ
て
い
る
。
①
心
障
学
級
設
置

校
の
校
内
交
流
②
都
立
田
無
養
護

学
校
と
の
交
流
③
心
障
学
級
の
生

徒
の
作
品
展
④
ア
イ
マ
ス
ク
や
車

い
す
体
験
等
⑤
教
員
の
交
流

【
質
疑
応
答
】
学
習
指
導
要
領
に

は
「
居
住
地
交
流
」
と
い
う
用
語

は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
学
校
間

や
居
住
地
の
交
流
も
含
む
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
在
籍

児
童
生
徒
の
居
住
地
で
と
い
う
こ

と
で
の
交
流
は
な
い
。

特
別
支
援
教
育
に
な
り
、
副
籍

を
置
く
と
い
う
関
係
が
で
き
れ

ば
、
教
育
的
効
果
を
勘
案
し
な
が

ら
具
体
的
な
計
画
を
立
て
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

「
西
東
京
市
教
育
計
画
」
の
ま
と

め
に
当
た
っ
て
市
民
説
明
会
を
求

め
る
陳
情

西
東
京
市
教
育
計
画
（
案
）
教
育

プ
ラ
ン
21
に
関
す
る
陳
情

【
説
明
】
２
月
24
日
開
催
の
教
育
委

員
会
に
11
件
の
請
願
が
出
さ
れ
た
。

大
別
す
る
と
①
意
見
表
明
の
機
会

を
求
め
る
も
の
②
意
見
表
明
と
市

民
説
明
会
を
求
め
る
も
の
③
意
見

表
明
、
市
民
説
明
会
を
求
め
、
内

容
に
対
す
る
意
見
を
加
え
た
も
の
。

教
育
委
員
会
で
は
附
帯
意
見
を
つ

け
て
趣
旨
採
択
さ
れ
た
。

【
質
疑
応
答
】
決
定
過
程
で
市
民

説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
特
に

不
都
合
は
な
い
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
け
や
き
号
」
に

関
す
る
請
願

【
趣
旨
】
①
利
用
時
間
の
柔
軟
化
、

②
台
数
増
、
③
運
行
に
対
す
る
利

用
者
意
見
の
反
映
を
要
望
す
る
。

【
説
明
】
①
午
前
６
時
か
ら
午
後

10
時
の
範
囲
で
年
３
回
を
限
度
に

時
間
外
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
予

算
計
上
し
た
。
②
１
千
万
円
弱
の

費
用
を
要
す
る
た
め
、
も
う
少
し

時
間
が
欲
し
い
。
③
ア
ン
ケ
ー
ト

や
必
要
に
応
じ
て
説
明
等
、
事
務

レ
ベ
ル
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

【
質
疑
応
答
】
利
用
時
間
の
柔
軟

化
に
つ
い
て
は
、
請
願
者
団
体
に

説
明
し
一
定
の
理
解
を
得
た
。
例

規
上
の
規
定
は
調
整
中
で
あ
る

が
、
実
績
を
十
分
カ
バ
ー
で
き
る

も
の
と
考
え
る
し
、
例
規
解
釈
の

常
識
の
範
囲
内
で
運
用
し
て
い
き

た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

け
や
き
学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
80
名

を
堅
持
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い

け
や
き
学
童
ク
ラ
ブ
が
大
幅
に
定

員
超
過
し
た
場
合
に
は
西
原
北
学

童
ク
ラ
ブ
を
継
続
活
用
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

【
説
明
】
暫
定
措
置
と
し
て
西
原

北
学
童
ク
ラ
ブ
を
け
や
き
第
二
学

童
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
用
。
定
員
を

け
や
き
学
童
ク
ラ
ブ
80
名
、
け
や

き
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
50
名
と
す
る
。

【
質
疑
応
答
】
平
成
16
年
度
も
大

幅
に
定
員
を
上
回
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
施
設
整
備
を
順
次
図
る
予
定
。

平
成
16
年
度
は
、
定
員
超
過
状

況
の
解
消
、
待
機
児
対
策
と
し
て

夏
休
み
期
間
の
短
期
限
定
募
集
を

試
行
実
施
す
る
予
定
。

【
結
果
】
「
子
育
て
支
援
計
画
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
願
意
に
沿
う
よ

う
努
力
さ
れ
た
し
」
と
の
意
見
を

付
し
て
趣
旨
採
択

田
無
市
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金

等
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

【
説
明
】
破
綻
状
態
と
な
っ
て
い

る
同
事
業
に
つ
い
て
、
運
営
審
議

会
の
２
年
間
の
審
議
に
よ
る
答
申

を
踏
ま
え
、
制
度
の
清
算
を
行
う

た
め
の
枠
組
み
を
定
め
る
も
の
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
清
算
期
間

を
平
成
16
年
度
か
ら
の
10
カ
年
間

と
し
、
清
算
期
間
終
了
後
清
算
一

時
金
を
支
給
し
て
制
度
を
清
算
す

る
こ
と
、
給
付
水
準
及
び
複
利
率

を
０
％
に
改
め
る
こ
と
及
び
全
被

共
済
者
の
同
意
を
得
て
契
約
解
除

す
る
場
合
の
解
約
手
当
金
の
支
給

率
を
退
職
一
時
金
の
80
％
か
ら

100
％
に
改
め
る
こ
と
で
あ
る
。

【
質
疑
応
答
】
今
年
２
月
末
現
在

の
対
象
事
業
者
は
72
、
被
共
済
者

は
426
人
と
な
っ
て
お
り
、
清
算
に

は
７
億
６
千
万
円
の
財
政
支
援
が

必
要
。
被
共
済
者
の
年
齢
構
成
や

財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
視
点

か
ら
清
算
期
間
を
10
年
と
し
た
。

合
併
時
点
で
国
へ
の
移
行
も
検

討
し
た
が
、
運
営
審
議
会
で
審
議

中
で
あ
っ
た
た
め
見
送
っ
た
経
過

も
あ
り
、
ま
た
、
国
税
庁
の
見
解

が
出
る
ま
で
の
期
間
な
ど
も
あ
り
、

こ
こ
に
来
て
の
提
案
と
な
っ
た
。

責
任
問
題
と
し
て
は
、
旧
市
時

代
の
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
。
市
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

企
画
総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

0 50 100 150 200 250 300 （億円） 

歳入（一般会計） 

市 税  

市 債  

国 庫 支 出 金  

都 支 出 金  

繰 入 金  

地 方 交 付 税  

そ の 他  

262 億 7,550 万円 

104 億 6,670 万円 

52 億 6,129 万円 

47 億    408 万円 

38 億 4,574 万円 

29 億        0 万円 

67 億    669 万円 

14万1,637円 

5万6,420円 

2万8,361円 

2万5,357円 

2万   730円 

1万5,632円 

3万6,152円 

市民１人当たり 
内訳 

43.7%

9.4%

7.8%

8.7%

6.4%

4.8%

11.2%

17.4%

0 50 100 150 250200 （億円） 

歳出（一般会計） 

民 生 費  

教 育 費  

土 木 費  

総 務 費  

衛 生 費  

公 債 費  

そ の 他  

205 億 2,507 万円 

70 億    652 万円 

77 億 4,267 万円 

72 億 2,774 万円 

55 億 1,948 万円 

81 億 3,588 万円 

40 億    264 万円 

11万   640円 

3万7,768円 

4万1,736円 

3万8,961円 

2万9,753円 

4万3,856円 

2万1,576円 

市民１人当たり 
内訳 

34.1%

12.9%

12.0%

9.2%

13.5%

6.7%

11.6%

厚
生
委
員
会

会 計 区 分

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

下水道事業特別会計

受託水道事業特別会計

中小企業従業員退職金等
共 済 事 業 特 別 会 計

老人保健（医療）特別会計

駐車場事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

保谷駅南口地区第一種市街地
再 開 発 事 業 特 別 会 計

合 　 　 　 計

平成16年度
予算額

平成15年度比
増減額

601億6,000万

円

134億3,510万

円

45億9,311万

円

16億4,989万

円

2億156万円

129億8,926万

45億6,700万

円

8億5,352万円

△2,851万円

△1億6,990万

円

9,034万円

△4,405万円

△1,045万円

4億4,047万円

増減率

8.2％

6.8％

-0.6％

-9.3％

81.2％

-0.3％

-4.9％

6.2％

皆増　

6.5％

平成16年度 
当初予算の概要 
平成16年度 

当初予算の概要 

予算の概要・常任委員会の主な審査状況

第15号（7）

建
設
環
境
委
員
会




